
テラルビシン注射用10mg、20mg（注射用ピラル
ビシン塩酸塩）による化学療法を受ける患者さんへ

監修：
多摩北部医療センター 名誉院長 森　眞由美
岡山大学病院 薬剤部長 千堂　年昭
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はじめに

 これから取り組むがんの化学療法では、テラルビシン注射
用（注射用ピラルビシン塩酸塩）というお薬を使用します。
このお薬は、乳がん・卵巣がん・子宮がんなどの婦人科系の
がんのほかに、胃がんや血液のがん（急性白血病や悪性リン
パ腫）、膀胱がん、頭頸部がんなどさまざまながんの治療に使
用されています。
 この冊子は、テラルビシン注射用を使用した治療について、
とくに患者さんに知っておいて欲しいことをまとめました。
治療やお薬についてすでに説明を受けていると思いますが、
確認や振り返りの場面に役立ててください。

 また、治療に際しわからないことや不安なことがあった場
合には、遠慮せずに何でも医師や看護師、薬剤師に相談をし
てください。

これからテラルビシン注射用
（注射用ピラルビシン塩酸塩）による
化学療法を受ける患者さんへ
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がんと抗がん剤の関係
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形状

使用法

効能・効果

小さなビンに入った注射用のお薬です。
使用する際に、注射用に溶かして使用します。
お薬の色は、ルビー色（赤い色）をしていま 
す。そのため、尿に色がついてしまうことが
ありますが、心配はいりません。

総投与量は決められていますが、患者さんご
とに使用量を調整し、点滴や注射で投与しま
す。（膀胱がんの場合には、直接膀胱に注入 
する場合もあります。）
投与方法は、がんの種類や患者さんの状態に
よってさまざまな方法がとられます。

頭頸部がん、乳がん、胃がん、尿路上皮がん 
（膀胱がん、腎盂・尿管腫瘍）、卵巣がん、子
宮がん、急性白血病、悪性リンパ腫に効果が
あります。

テラルビシン注射用（注射用ピラルビシン塩酸塩）のプロフィール
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禁忌

（次の患者さんには

使用できません）

慎重投与

（次の患者さんには

慎重に投与しなけ

ればなりません）

・心臓のはたらきに異常がある患者さんや、 
 心臓の病気を患ったことのある患者さん
・以前にこのお薬を使って過敏症を起こしたこ
 とのある患者さん
・  他のアントラサイクリン系薬剤など、心毒性

を有するお薬を前治療とし、限界量に達して
いる患者さん

・肝臓や腎臓に障害がある患者さん
・骨髄機能抑制のある患者さん
・感染症にかかっている患者さん
・高齢の患者さん
・水痘にかかっている患者さん
・小児の患者さん
・妊娠している可能性のある患者さんや
 妊娠している患者さん
・授乳中の患者さん
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注射や点滴の際の注意点

動悸・息切れ

汗が出る

胸が痛い・苦しい
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違和感がある

赤くなっている

腫れたり膨らんでいる

痛みや焼け付くような感じがする

発疹が出る 顔がほてる
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こんな症状があるかもしれません

副作用

前期にあら
われやすい

点滴のもれ 気をつけて
見てください
気をつけて
見てください

＊心臓がどきどきしたり、痛くなるような症状
 があれば伝えてください。

治療開始

吐き気止め、食事

気をつけて
見てください

＊水分を十分にとってトイレをがまんせず
 尿をどんどん出してください。

尿酸降下薬

感染予防、G-CSF

経過観察 ＊治療後2～3ヵ月でやわらかい毛がはえてきます。

＊感染症状のひとつ。清潔に保ちましょう。

＊プレドニンにより寝汗をかいたり、イライラ、
 ほてりを感じることもあります。

＊最も起こりやすい。出ない日が続いたら
 すぐに申し出てください。

＊胃粘膜を保護する目的で胃薬を服用します。

＊味覚障害（塩っぱいのがわからない、甘さがわからないなど）
  末梢神経障害（手足の指がしびれる、痛みがはしる）

経過観察

口腔用軟膏、
うがい薬
眠剤

下痢・整腸剤

胃薬

心臓への影響

吐き気

膀胱炎

尿酸値の上昇

白血球数の
低下

脱毛

神経への影響

口内炎

不眠

便秘

消化器症状

後期にあら
われやすい

その他の
副作用

副作用のあらわれ方は人によってさまざまで、あまり副作用を経験しない人もいます。
治療がうまくいっていても副作用が出ないこともありますし、治療の副作用と治療効果はとくに関係はありません。

あらわれやすい時期と対策

1 3 5 7 10 14 21

副作用について
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おもな副作用とその対策

1 3 5 7 14

手洗い、うがいの励行

白血球数の変化

白血球数1000

　　この時期が危ない！！
7～10日目ごろから発熱しやすい
　　発熱時、抗生物質開始

白血球が増えだすと、
体調の回復が自覚できます。

必要に応じて白血球を早く増やす薬（G-CSF）を注射します

10 21
治療開始 （次の治療開始）

体調が最も悪い時期
感染予防に努めましょう

白血球の減少
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心筋障害
－心電図の異常・頻脈・不整脈・胸の痛み－
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恥骨
前立腺

尿道

肛門
直腸

膀胱

カテーテル

間質性肺炎
－発熱・空咳き・息切れ－

萎縮膀胱
－膀胱内注入療法の場合－
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脱毛

悪心・嘔吐、食欲不振

下痢・便秘
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安全で有効な治療をおこなうために

　また、頭痛や歯痛などを抑える市販のお薬は、抗がん剤の
治療に影響を与える場合がありますので、使用する前に医師
に相談するようにしましょう。

　安全で有効ながん化学療法をおこなうために、患者さんと
医師・薬剤師・看護師などの医療スタッフが一丸となって治
療に取り組みます。とくに近年では、通院で治療をおこなう
ことも多くなりましたので、患者さんご自身が自分の体調を
よく観察し「おかしいな」「いつもと違うな」と感じた場合
には医師や薬剤師、看護師に連絡するようにしましょう。
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治療にあたって

不安なことやわからないことがあったら、
医師や薬剤師、看護師に相談しましょう。
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病・医院名
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